
出会いと好奇心に導かれたエンジニアの旅
~夢の実現と変容に向けて~

2018年10月26日

夢・アーキテクティング工房

片山 立

エフェクチュエーションワークショップ@ 立命館大学いばらきキャンパス(OIC)



１．内容

I. 自己紹介

II. エフェクチュエーションとの出会い

III. エフェクチュエーション関連研究

IV. 今後の展開

2



I. 自己紹介



１．自己紹介
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• 1981年 慶應義塾大学院工学研究科（修士）修了、同年、三洋電機に入社。

• 技術本部、研究開発本部にて音声合成、分析、知能情報処理、ファジイ制御、ネットワーク

ミドルウエア、リアルタイムＯＳ、ＩＰ電話などの研究開発に従事。

• 工学博士。学位論文：ファジィ・ニューラルネットワークモデルによる同定手法とその応用

に関する研究、慶應義塾大学大学院理工学研究科、1995.

2001年 ハイパーメディア研究所ネットワークシステム研究部部長、2003年 デジタル技術

開発センター企画室長。

• 2008年から全社ソフトウェア開発革新事務局を立ち上げ、24事業部に対する支援・横串組

織を組織化。

• 2013年11月パナソニック（株）R&D本部。イノベーティブ思考法研究会を2014年度から

立上げ、毎月研究会を主催。U理論とイノベーティブ思考の融合に興味を持つ。

• 2014年10月オートモーティブ＆インダストリアルシステムズ社技術本部。ADASなどの車

載システム製品へのシステムズエンジニアリングや要求工学の適用を推進。

• 組込みシステム産業推進機構(ESIP)第1部会キャリアガイド検討SWG主査。

• AUTOSAR Regional Work Package Japan 委員。

• 2017年3月 パナソニック株式会社を定年退職。

• 2017年4月 夢・アーキテクティング工房代表。

• 「内省する実践者の会」設立メンバー。

https://researchmap.jp/ryu.katayama/

https://researchmap.jp/ryu.katayama/


２．夢・アーキテクティング工房のビジョン
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人・チーム・組織の夢の実現に向けて
・夢を描く方法論
・変容のための方法論
・具体的な解決手段と実施過程をデザインするための方法論
を用いて統合的にデザインし、支援する。

夢・アーキテクティング工房

人・チーム・組織が、夢の実現にむけて、自立的に
しくみ(アーキテクチャ）をデザインし、実行するこ
とを支援する。

夢・アーキテクティング工房とは
・自分、自分たちの夢をイキイキと描くこと
・夢の実現にむけて、変容のプロセスをデザインし

実践していくこと
を体系的に支援する工房（職人）であること
を意味している。

自らの夢をデザインし、
夢の実現に向けて
一歩一歩進んでいける人、
チーム、組織を
支援する。

コンセプト３

ストーリー意味

言葉

コンセプト２

【夢を描く】
本当の自分の夢を
描き、紡ぎ出す

【変容】
自分の夢に向けて

一歩踏みだす
【夢を実現するためのデザイン】

イノベーティブ思考で
実現方法をデザイン

ビジョン

デザイン

コンセプト１

夢・アーキテクティング工房

七色の虹で夢と変容、その実現
の過程を表現する。

https://www.facebook.com/dreamam0.net/?ref=bookmarks

https://www.facebook.com/dreamam0.net/?ref=bookmarks


３．出会いが人生を変える
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II. エフェクチュエーションとの出会い



１．イノベーション研究会
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https://sites.google.com/site/innovationstudy/home

玉田俊平太教授、IBA学科長

https://sites.google.com/site/innovationstudy/home


２．吉田先生によるエフェクチュエーションの紹介
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1. 第81回：『エフェクチェーション』,立命館大学経営学部 吉田満梨準教授(2016/6/18)
2. 第91回：『イノベーション実践』プレ講義,立命館大学経営学部 吉田満梨準教授(2017/2/19)



３．関学IBAにおけるエフェクチュエーション講義
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イノベーション実践
企業経営戦略特論Ⅰ

関西学院大学経営戦略研究科
2017/4/12 ～2017/5/24(全14回）

@関西学院大学梅田キャンパス14階1405教室
吉田満梨（立命館大学経営学部）



III. エフェクチュエーション関連研究



１．関連研究の位置づけ
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[6] [9]

[13],[14]
[11]

[1],[2] [4] [3]



目的手段体系に基づく
起業家の意思決定過程の可視化[6]

[7]



１．研究の動機
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・現在の状況、自分のそ
の時の目的に応じてその
都度、最善の意思決定を

している。

実際の意思決定

・意思決定の動的な過程
を可視化したい。

[1]現在の状況を認識。
[2]現在の自分の目的と手段を認識。
[3]最善と思われるヒューリスティックス

を選択。
[4]選択したヒューリスティックスを適用

して意思決定。
[4-1]新たな目的を設定する。
[4-2]現在の目的を達成するための手段を

生成、または選択し、実行する。
[5]実施結果を振り返る。

【起業家の意思決定プロセス（モデル）】



２．目的手段体系にもとづく起業家の意思決定過程の可視化
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拡張Value Graphを用いた
目的手段体系の表現

階層構造の意思決定モデル 状況に応じて行動論理を
選択するメタヒューリスティックス

統合された起業家の行動論理（混合論理）

エフェクチュエーション論理 コーゼーション論理

シリアルイノベータの論理

起業家の行動論理



３．拡張Value Graphにもとづく目的と手段の表現
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１．目的の構造と階層性、および目的と手段の二義性を明示的に表現するために、ステークホ

ルダSHの離散時刻tにおける目的手段体系をValue Graph[9]を拡張した拡張Value 

Graph(Extended Value Graph)

EVG t
SH (CV_SH_t)

で表現する。ここでCV_SH_tは、ステークホルダSHが時刻tにおいて持つ、当面、解決

すべき目的（当面の目的）を示す。

２．拡張Value Graphは、階層構造を持ち、上位のノードはより上位の目的を示す。

３．下位のノード（目的）は、接続されている上位のノードから見れば手段である。

Extended Value Graphを用いた目的と手段の表現



４．ValueGraphを用いた目的と手段の表現（例）
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Pen World [6]の事例における目的手段体系の例

当面の目的

EVG4
サラスバシー (「目的_1_1[(1)ゴールデン・ベージュ色で美しく重みのあるペンを作る]」)



２．メタ戦略プロセス
M１ 現在の状況を認識する
M２ 現在の状況に応じた知恵（ヒューリスティックス）を用いて意思決定する

５．階層構造の意思決定モデル
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１．基本意思決定プロセス
① 目的を決定する
② 目的を達成するための手段をデザインする
③ 目的を達成するために行動する（手段を実行する）
④ 手段を拡大する
⑤ 目的を拡大する
⑥ 内省し変容する（行動して得られた経験に基づき、自分の規範を変更する）

④ 手段を拡大する

① 目的を決定する

② 手段をデザインする

③ 目的を達成するために
行動する

⑤ 目的を拡大する ⑥ 内省し変容する

意思決定プロセスの構造

M1 現在の状況を認識する M２ 現在の状況に応じた知恵（ヒューリスティックス）を
用いて意思決定する



６．状況に応じて行動論理を選択するメタヒューリステイックス
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【メタヒューリスティックスの例】
1. 既存市場で既存製品・サービスを改良する場合

⇒コーゼーション論理
2. 全く新しい製品・サービスを創る場合

⇒エフェクチュエーション論理、シリアルイノベータの論理
3. 企業内で新しい製品・サービスを構想する場合

⇒エフェクチュエーション論理、シリアルイノベータの論理
4. 企業内で新規事業への参入を経営層に意思決定してもらう場合

⇒シリアルイノベータの論理、コーゼーション論理



夢の実現と変容の方法論に基づく
起業家の行動原理[11]



１．基本的な問い
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【基本的な問い】
起業家の行動論理と、夢の実現と変容のための方法論との関係
はどのようなものか？

夢を描く

変容する
プロトタイプ
と実践

夢の実現と変容のための方法論

• U理論[7],[8]
• 行動探求[12]
• 成人の発達理論[12],[24],[27]
• 唯識[10]

• クリーンランゲージ[15]
• 価値のデザイン[16],[17]
• プロセスワーク[26]
• NVC(Non Violent Communication)[29]
• NLP(Neuro Linguistic Programming)[30]

• デザイン思考[18]
• システム思考[31]
• イノベーティブ思考[19]
• システムズエンジニアリング[20]



２．アプローチ
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夢の実現と変容の
ための活動

新規事業を産み出す
起業家の活動

活動

夢の実現と変容の
ための方法論

新規事業を産み出す
起業家のための方法論
（起業家の行動論理）

活動のための方法論



３．起業家の行動論理
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行動

行動論理

戦略

ニーズ、願い

信念体系

源（志）

ACTION

HOW

WHAT

TO WHOM

WHY

WHO

実際にする行動

行動のための実務的なヒューリスティックス

ニーズ、願いを実現するために
何をどのような順で実施するか？

誰（自分、他者、社会）のために
何がおきればいいか？

信じている大切なこと、規範

私は何者か？
何をするために生まれてきたのか？

起業家の行動論理



４．起業家の行動原理
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行動

行動論理

戦略

ニーズ、願い

信念体系

源（志）

ACTION

HOW

WHAT

TO WHOM

WHY

WHO

実際にする行動

起業家の行動論理

ニーズ、願いを実現するために
何をどのような順で実施するか？

誰（自分、他者、社会）のために
何がおきればいいか？

信じている大切なこと、規範

私は何者か？
何をするために生まれてきたのか？

起業家の行動原理



５．プレゼンシングの実践原則
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１．共始動

２．共感知

５．共進化

４．共創造

[1]注意を向ける
[2]つながる
[3]共始動する

[4]チームを編成する
[5]深く潜る旅をする
[6]ひたすら観察する
[7]深い聞き方と対話を実践する
[8]集合的感覚器官を生み出す

[9]手放す
[10]迎い入れる
[11]意図的な静寂
[12]自分の旅をする
[13]プレゼンスのサークル

[14]意図の力
（ビジョンと意図の結晶化）

[15]コアグループを作る
[16]戦略的なマイクロコズム

（小宇宙）をプロトタイプする
[17]頭と心と手を統合する
[18]何度も繰り返す

[19]イノベーションの生態系を共進
化させる

[20]ピアコーチングのサークルを創
造する

[21]SPT（ソーシャルプレゼンシン
グシアター）で集合的な気づき
を進化させる

[22]意図の基盤 [23]関係性の基盤 [24]真正の基盤

社会的な場の三つの基盤

３．共プレゼンシング

[7]



６．行動原理とUプロセス実践規則の併用
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[4]プロトタイピングに強くコミットしているコアチームを編成し、本質的な
問いを明確にする。

[5]最も可能性のある場所へ深く潜る旅

エフェクチュエーション論理
[E3]「クレイジ―キルト」（Crazy-Quilt）の原則（精緻な
競合分析を行うことなしに、コミットする意思を持つすべての
関与者と交渉し、パートナーシップを築く）

新しい事業テーマ
のアイデアや課題
解決に関する深い

洞察

２．共感知
[4]チームを編成する
[5]深く潜る旅をする
[6]ひたすら観察する
[7]深い聞き方と対話を実践する
[8]集合的感覚器官を生み出す



７．人の内面の多層的な可視化モデル MVMUK
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【下位モデルのビュー】
・思考対象ビュー
・目的と手段体系ビュー
・Uプロセス状態ビュー
・起業家の行動論理ビュー
・内省過程ビュー
・信念体系ビュー
・その他のビュー（関心のある視点によるビュー）を任意に取捨選択

これにより、人の内面の状態を、思考、感情、内省、感情、内省、信念体系、Ｕ
プロセス状態などの動的なプロセスをこれらの多層的な視点で可視化する。

【上位モデル】（シナリオビュー）
主人公の思考過程、内省過程、マルチステークホルダの対話をシナリオ（文章）で記
述する。

MVMUK
Multilayerd Visualization Model for Thinking and Introspection Process 

by Theory U and Domain Knowledge



８．MVMUKの記載例（一つのシーン）
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【シーン5】本当の自分と繋がる(i=5) 

その中西さんの顔と6時間、対話を続けました。はじめの2時間は、中西さんを切り捨てなくてはいけない理由を並
べ立てて、中西さんを説得しようとしていました。4時間くらい説得を続けた後、ふっと、自分の言葉が、しらじら
しく聞こえはじめました。自分がやりたくないことを、自分自身に納得させるための言葉だったんだと気づきました。
論理的に考えれば、中西さんを切り捨てるのが正解かもしれないけど、自分の魂はそれをやりたくないと言っている
ことに気づきました。自分がやりたい組織は、合理性と魂と、どちらを優先する組織なんだろうかと考えたら、答が
出ました。

[信念体系]
①生命的なパラダイムで自己組織化の流れを社会に

起こす
②一人からチームで進める
③合理的な進め方で成功させる
④成功する確率が最も高い合理的な進め方をとる
⑤仲間を切り捨てたくない
⑥魂を大切にする

Downloading

Seeing

Sensing

Presencing

Crystalizing

Prototyping

Performing

Ｕプロセスコンテキスト=
（5, UPS（田原真人,5)＝Presencing)[行動論理] [E3]

「クレイジ―キルト」（Crazy-Quilt）の原則
精緻な競合分析を行うことなしに、コミットする意思
を持つすべての関与者と交渉し、パートナーシップを
築く。

[3次ループの内省]信念体系、あり方に関する内省

UPSC（田原真人, 5)

[目的と手段]

[32]



IV. 今後の展開



１．今後の展開

1. 社会起業家のための行動論理の探求

2. ティ―ル組織[25]や発達指向型組織[24]な
ど生物的な組織を共創造するための行動原理
の探求

30
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